RESEARH ON DESIGN CODE OF IMPORTANT PRESERVATION DISTRICT FOR GROUPS OF TRADITIONAL BUILDINGS : HISTRICAL SCENERY AND MODERN SCENERY OF TAKAOKA CITY YAMACHOSUJI DISTRICT by 市野 達也
重要伝統的建造物群保存地区のデザインコードに関
する研究 : 高岡市山町筋の歴史的風景と現代的風
景
著者 市野 達也
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 2
発行年 2013-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8511
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.2（2013年 3月）                    法政大学 
 
重要伝統的建造物群保存地区の 
デザインコードに関する研究 
－ 高岡市山町筋地区の歴史的風景と現代的風景 －  
 
RESEARH ON DESIGN CODE OF IMPORTANT PRESERVATION DISTRICT FOR GROUPS OF 
TRADITIONAL BUILDINGS 
- HISTRICAL SCENERY AND MODERN SCENERY OF TAKAOKA CITY YAMACHOSUJI DISTRICT - 
 
市野達也 
Tatsuya ICHINO  
主査 安藤直見教授   副査 陣内秀信教授・渡辺真理教授  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
A lot of buildings do not necessarily continuously limit the historical value as possession, the 
element necessary for daily life exists, too they exist together each other, and the street is formed. Verify 
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１． はじめに 
歴史的街並み保全の考えが広まり数十年が経過した今
「まちづくり行政」と「文化財行政」の連携による歴史的
まちづくり法を基に保全活動が行われているその一方で
必ずしも連続して多くの建築物が歴史的な価値を持って
いるとは限らず,広告看板等伝統的な街並みの景観に相
反する要素も見られる.また昭和/平成から新たに建設さ
れた建築物も見られるなど,日常生活に必要な要素も存
在し,それらが混在し合って街並みを形成している.そこ
で本研究では富山県高岡市にある歴史的街並み保全地区
である山町筋を事例としてゆるやかな景観指針(デザイ
ンコード)による新旧混ざり合う街並みの特性を検証す
る.
 
２． 町並みの形態調査 
（１）高岡市の歴史的まちづくり計画の背景 
高岡市は平成 23年 6月 8日付けで高岡市歴史的風致維
持向上計画（通称：高岡市歴史まちづくり計画）の認定
を受けた注１．高岡には金工／漆工／菅笠づくりといった
歴史と伝統を反映した工芸・民俗技術が受け継がれ，ま
た高岡御車山祭や伏木曳山祭などの地域固有の祭礼・年
中行事が行われている．一方，都市化の進展や少子高齢
化の進行，人々の生活様式の多様化など社会経済情勢等
の変化に伴い，これら高岡の良好な市街地環境（歴史的
風致）注２が損なわれつつある，このようなことから，今
後さらに高岡の個性を磨き，魅力を高め，広く市民が高
岡の歴史と伝統を再認識し，誇りと愛着を持てるような
『歴史都市』を実現するよう，高岡市歴史まちづくり計画
策定に着手した． 
この計画において特に重点を置いて景観形成を図る地
区を，国指定文化財や商人町としての歴史的風致の観点
から定めた（図１）．この地区では住時の面影を残す旧
北陸道や富山県景観条例に基づく景観づくり住民協定を
締結している城下町通り地区を中心として範囲を策定し
ている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 重点区域の区域根拠 
（高岡市歴史まちづくり計画より） 
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（２）歴史的風致地区の歴史 
「伝統的建造物群が全体として意匠的に優秀なもの」と
評価され,平成 12年 12月 4日に国の重要伝統的建造物群
保存地区に選定された．保存地区内には，土蔵造りや真
壁造りの町家，前面を洋風に仕上げた町家，レンガ造り
の洋風建築の銀行など，明治中期から，大正，昭和初期
に建築された伝統的な建造物が残されている．なかでも
土蔵造りの町家は，山町筋の歴史的な景観をかたちづく
る． 
（３）山町筋地区での伝統的建造物
 山町筋地区は，高岡でも最も古い町であり，今も格子造
りの家々が軒を並べ，約 500mにわたって続く石畳の道と
格子造りの古い家並みが調和し，一帯は明治・大正時代
を彷彿とさせる（図２）．山町筋を中心に文化財として
認定されている菅野家や篠井家，赤レンガの建造物で成
り立っている富山第一銀行，資料館や生活の拠点になっ
ている商店など多くの要素が見られる地区になっている
（図３）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 伝統的建造物種類別分布（山町筋地区）
（高岡市都市計画マスタープランより） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 山町筋地区に見られる新旧建築物群 
 
（４）他地区での伝統的建造物
市内文化財恣皆的調査の結果が示すように注３，本市に
は，重要伝統的建造物群保存地区に選定されている山町
筋以外にも多くの伝統的建造物群（歴史的町並み）があ
る．特に伝統的建造物の残存率が高く，特徴的な性格を
持った町並みとして，金屋町，伏木みなと町，勝興寺寺
内町，吉久，戸田，中田，福岡町を挙げることが出来る．
金屋町は利長が城下町建設に際し，鋳物師を招き土地を
与えて鋳物づくりを行わせた高岡鋳物発祥の地である．
町の発展に併せて町城も拡大しており，現在では長さ約
600m（内免の一部を含む）の範囲に木造・2 階建・真壁
造り・登梁形式の町屋や土蔵，近代以降の工場跡などが
100棟以上残されており，鋳物の町としての風情を形づく
っている． 
（５）町並み形態の種類 
見土蔵造りの町並みは，耐火構造の一つで木部の外側
を土壁で覆い，白土または漆喰（しっくい）の上塗りを
かけたもので，壁厚は 30cmにも及ぶ(図４)．かつて高岡
の商人町として栄えていたというこの地区には，明治時
代に建てられた土蔵造りの家が 42棟（蔵なども合わせる
と 93棟）残っている．格子造りの町並みは古来銅器職人
の町として栄え，商業と住居の両面で利用された．高岡
の銅器製造には南方の高岡銅器団地に拠点が遷っている
が，昔からの銅器業者の店が並ぶ一体は格子造りの町並
みが残っている．[2]









図４ 土蔵造りの町屋の特徴 
（高岡市教育委員会文化財課 HP[2]）
 
３． 歴史的建物の残存率調査 
（１）調査背景
調査範囲である山町筋周辺には保存地区として整備さ
れ歴史的建築物が多く存在しているが，住宅地として日
常生活が続いていると同時に昭和，平成と近年に新築さ
れた建築物も見られる．調査範囲の建物比率を調査し，
歴史的建築物の残存率並びに変化する周辺地域の変遷を
調査する． 
（２）伝統的建造物（町家）の特徴
町家は木造真壁造りのものと土蔵造のもの，看板建築
とに大別できる．このうち木造真壁造りのものは，中二
階下屋庇付き建物においては下屋庇が板葺であり傷みや
すいことから大屋根を深く出すために出桁造のものがほ
とんどである．なお出桁を支える構造として登梁と腕木
があるが，登梁形式は大正以前，腕木形式は大正以降の
ものが多い．一方市中心部では，明治 33 年の大火により
旧市域の６割が焼失し，当時の県令で新築の際は防火構
造とすることが義務付けられていたために，山町筋を中
心に土蔵造の町家が多い．看板建築は明治初期に出現し
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始めたものと思われ，商家のファサードを石や金属板，
セメントモルタルなどで覆っている．[2]
（３）調査方法 
 伝統的建造物種類別分布（高岡市都市計画マスタープラ
ン）を基に山町筋を中心として対象建造物を調査し，歴
史的建造物の特徴を調査／分類分けすることで，現在行
われている保全活動によるまちなみ保全活動の実態を把
握する（図５）．その後調査地区内の歴史的建造物の割
合を比較し，歴史的保存地区内の残存率の実態とそれ以
外の施設用途を明確にする（表１，表２）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表１ 歴史的建造物分類項目の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２ 用途別，残存率のグラフ 
 
４． 新旧建造物の使われ方の現状 
町並み景観に順応する建物形態と地域生活に求められ
る要素，機能を分析し（表３）（図５）（図６），近年
の保存地区による傾向とこれからの町並み保存計画の問
題点を検討する．
 
 
 
 
 
 
 
表３ 嫌悪図物種別による分類 
（１）用途別建造物棟数
最も多かったのは住宅で、商人町だった歴史を残す一
方，近年の傾向として駐車場と医療施設が増えたことが
明らかになった．富山県は世帯毎の車の保有台数の高さ
が関連していると思われるが，今現在も生活が行われい
る保存地区であるといえる．
（２）階数別建造物棟数
2 階建が極端に多くなったのは明治 33 年の建物制限規
則と平成 12 年の保存地区制定のためだが，一方で４階建
のビルや 7 階建の集合マンションなど保全地区としては
あまり見られない要素も見られ，他の保存地区では見ら
れない新旧入り混じる立面形態の街並みを形成している．
（３）形式別建造物棟数
土蔵造り／レンガ造りの建築が見られたものの，他の
木造建築や過去 10 年前後の戸建住宅が見られるなど，連
続性に欠ける傾向がある．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 建造物分布状況 
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図６ 山町筋の立面形態
 
（４）歴史的建造物残存率
 現在では過半数の建造物が何かしら新たなものに変わ
っていることが判明した．変化したもののほとんどはビ
ル，病院，銀行などの生活拠点であったり駐車場などに
なり，日々地域住人の方が利用されている町並みとして
成り立っていることが伺える．
（５）改修事例検討
 平成12年度に重要伝統的建造物群保存地区に認定され
て以来今日に至るまで、自治体の定める景観指針（デザ
インコード）のもと街並み保存活動が行われている．こ
の項では保存地区に認定されてからの改修事例と改修と
なった際のポイントを検証し，改修について調査する．
図７の左上写真が改修前，右上写真が改修後となってい
る．この計画では大きく 2 つの点が重視された．下屋部
分をセットバックすることと側面のカラー版を下見板張
にすることの 2 点．下屋部分にスペースを設けることで
エントランス空間に格子窓を設置し，固有の歴史的要素
を取り入れた．また側面が今までカラー版になっていた
が，下見板張にすることで立面形態が整然とされ，土蔵
造りの街並み景観に順応する形態となり連続性を強める
要素にもなっている．その他にも工事概要として下記の
14 項目が挙げられる．例えば①焼瓦葺は地方産の材質を
使用しており，地域に根ざした手法が採用されている．
また③白漆喰による壁面の塗装も土蔵造りの街並みとの
順応性を意識した改修となっている．また他にも⑩⑫な
ど金物に至るまで高岡の主要産業である銅製の材料によ
る修復など，地域色の強い印象を受ける．











図７ 若森家改修事例

以上の点から，立面に対して細かい景観指針のもと歴史
的街並み保全が行われている傾向が判明した．立面形態
も地域の特色ある建造物に順応性の高いものを目指し，
連続性のある街並み形成になっている．反面自治体ごと
にルールは異なり，地域ごとの差別化が図れる一方で街
並みの性質は自治体により操作させている画一的なもの
に感じられる．本来重要文化財等単体で登録するもので
はなく，その建造物が付随している街並み全体を対象範
囲とし混ざり合う街並みが垣間見えた点が，改修を繰り
返すことにより全てが画一的なデザインになると途端に
機械的な印象を受けてしまうと考える．

５． 山町筋地区のモデリング検討
 伝統的建造物群保存地区では各自治体が提唱する景観
指針により街並み形成が進められている．実際には材質
や法規則などの諸問題があり，検討する際には様々な制
約が存在する．
そこで本章では 3次元 CG を用い，簡略ボリュームを用
いてそれぞれの項目ごと（高さ、屋根形状、ファサード）
に条件を設定し，仮想的に街並み景観を検討する．この
調査を進めることで客観的に街並みの全体を視覚化する
とともに，バラツキのある街並み形成のボリューム検討
を行う．
（１）高さ検討
 検討ではそれぞれ高さに条件を与え，視覚化する 114
をボリュームごとに高さのバラツキを示した．高さ検討
では以下の項目ごとに検討を行う（図８）．
①現状
②2階整備化
③集合住宅化 
 
 
 
  
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図８ ボリューム高さ検討 
 
（２）ファサード検討
修理／修景（非伝統的建造物について，町並みの伝統
的建造物群の様式等を踏まえて建築を行う）を行うこと
で実際に町並みの立面形態，雰囲気がどのように変化す
るのかを検討する（図９）． 
（３）検討結果
階層別に見ると山町筋は低層が中心の街並みである，
しかし実際に歩くとバラツキが目立つ街並みである印象
を受ける．3DCG で確認するとそのイメージに近い様子に
なった．すべて 2 層に建替えた場合，他の保存地区でも
見られるような画一的な立面形態となる一方で規則性が
高すぎる傾向があり，現状よりも景観的に特徴の少ない
街並みとなる．住宅地／商業地として活性化させた場合
バラツキが極端に大きくなった立面となり，重伝建とし
ての特性は乏しくなる反面歴史的建造物群が散在してい
る様子が捉え易くなり，高層化された街並み（生きた街
並み）の中で触れられる機会が多くなる印象がある．こ
の割合での高層化では歴史的風景と現代的風景が混ざり
合う空間としての性質が強まると考えられる．
次に歴史性と現代性それぞれの要素を検討する。 
【歴史性】低層，土蔵壁，レンガ壁，住宅，格子窓，外套
建造物の高さが低層で連続している point では近年建造
された RC 造の住宅と並んでいても大きな違和感はなく，
町並みとしての一体感を感じられた．自治体の整備活動
として低層化や外套整備，電柱の埋土化等を進めている
のは理解できた．








図９ ファサード検討















【現代性】高層，駐車場，商業施設，看板，電柱，住人 
高層建造物の圧迫感と印象度の強さは大きく現代性を強
める要因となっていることが判明した．町並みの中に駐
車場スペースがあることで現在も生活拠点として利用さ
れている印象を与え，整然とした歴史性から遠い要素と
考えられる． 
以上の結果から，山町筋地区らしさの項目を検討する． 
【連続性】建造物の高さが統一されていないため，壁面の
項目と同様連続性のないバラツキが豊富．他の歴史的町
並みに見られる低層な建造物の連続性ではなく，低層が
続いたと思ったら高層マンションが現れ，また異なる建
造物が続いているという形態になっている．また屋根形
状も統一感がない． 
【活気】重伝建認定以後も人の出入りが激しく地域住人の
生活拠点となっている．この日常生活の活気は山町筋独
特のものであると考える．大多数の保存地区では整備事
業が進み保全に重点を置くことで生活感に乏しい面が見
られる中，活気という項目は独自性が高いと考える． 
【多様性】上記の壁面／連続性／看板といった要素が混在
している多様性，それこそが山町筋らしい項目であると
考える．他地区では整備過程で景観指針に適さない要素
は取り除き（取り壊し），町並みにある建造物がどれも
画一的なデザインになり特徴性が失われる反面，山町筋
では町並み全体の統一感には乏しいが，町並みの中に散
在している建造物を見ると多種多様な点に着目できる． 
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６． まとめ
歴史的な価値を持つ建造物の残存率が半分以下である
（表 2参照）．景観法や指定文化保護法財等のように対象
建造物のみを守る法律と異なる点が現れていることが示
唆されていると思われる．分布状況（図 5）を見ても歴史
的価値のある建造物は対象地区内に散在されていて，過
半数は他の建造物として成り立っている．明治から建造
された土蔵を中心とする街並みが平成12年度に至るまで
他の建築様式に変遷したことは，自治体としての景観保
護より地域住人や民間事業が盛んに行われている立地で
あるといえる．
また山町筋らしさ（歴史性と現代性の混在）を残存率調
査や 3DCG 検討を通して【連続性】【活気】といった項目
検討した結果，これらの項目（デザインコード）を均一
化し町並み整備事業を進めることは，山町筋らしさの要
素を失うのではないかという危惧を感じる．修景を促進
し土蔵造りのファサードへの改修事業をする成果を考慮
すると重伝建地区認定には意味があると考えるが，上記
の項目（連続性、活気等）を維持し生きた町並み保全を
促進することが山町筋らしさを保持する上で重要ではな
いかと考える．
景観指針に則った街並み形成では，本来の街並みの有り
様を捉えることではなく景観指針通りの街並み（立面形
態／施設用途／高さ／ファサード等）に適合させること
に傾くのではないかと感じる．その街並みを以前のもの
として復元することを全ての重要伝統的建造物群保存地
区で定めることに疑問を感じる．現在まで残る歴史的建
造物を保全する活動は促進すべきだが，周囲の建造物ま
で景観指針で指定することは現在の山町筋では適さない
のではないかと感じる．整備され，観光地化される街並
みだけでなく，歴史的価値と現代的価値が共存する新し
い街並み形成が山町筋地区には見られると考える．
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付録  
注 1 【歴史まちづくり法とは】 
「歴史的風致」の維持及び向上を図るため，歴史的
風致維持向上計画を認定し，計画に基づく措置を講
ずることにより，個性豊かな地域社会の実現を図り，
もって都市の健全な発展と文化の向上に寄与する
ことを目的とするもの 
（平成 20年 5月 23日公布／平成 20年 11月 4日施
行） 
注 2 【歴史的風致とは】 
①地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映し
た人々の活動と，②その活動が行われる歴史上価値
の高い建造物及びその周辺の市街地とが，③一体と
なって形成してきた良好な市街地の環境（法第 1
条） 
注 3 【市内文化財悉皆的調査とは】 
   指定等以外の文化財の分布状況，指定等以外の文 
   化財の分布状況について，平成 20年度から平成 22 
   年度にかけて「高岡市文化財総合的把握モデル事 
   業」（文化庁委託事業）を実施した． 
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